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第２回 中標津町都市計画マスタープラン 策定委員会 議事録 

◇開催日時：平成 31 年 2月 22 日（金）13 時 30 分～16時 00 分 

◇開催場所：中標津町総合文化会館「しるべっと」 第 1研修室 

◇参 集 者：委員 23 名中 16 名出席 

 

１．開会 中標津町建設水道部都市住宅課長 渡部英樹 

皆さん、こんにちは。それでは定刻となりましたので、ただいまより第 2 回中標津町都市

計画マスタープラン策定委員会を開催いたします。 

本日はお忙しい中、策定委員会にご出席いただきまして大変ありがとうございます。本日

の進行役を務めます都市住宅課の渡部でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の策定委員会の開催につきましては、委員の半数以上の出席がございますので、会議

の開催ができることをご報告させていただきます。 

それでは会議の開催前に資料の確認をさせていただきたいと思います。 

 

２．資料の確認 

配布資料の確認 

 

３．出欠の確認 

（事務局） 

本日欠席委員の 2 名の方から、今回策定委員会に出席できないということで、それぞれの

任におかれましてご意見として頂戴しております。これについては皆様にご了承いただけれ

ばと思います。もうひとつ、新聞記事の部分を今回添付させていただいております。「中標津

町で地域懇談会が発足しました」という内容の新聞の記事でございます。 

それでは議事に入る前に小林委員長のほうから一言ご挨拶をいただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 

４．挨拶 小林委員長 

（委員長） 

2 月の忙しい時期にありがとうございます。 

今課長からいろんな資料のご説明がありましたけれども、これから話をしていくときに、

例えば A3判の比較表がありますが、そういうものを見る時に、ちょっと頭に置いておいてい

ただくとありがたいキーワードが 2つあります。 

1 つは、今年は日本で都市計画法という法律ができて 100 年になるんです。粛々と都市を

戦後つくってきたという法律がもう適応できなくなるな、という風に思いつつ迎える都市計

画の 100 年なんです。 

中標津の都市計画マスタープランに置き換えてみると、当初作ったときの都市計画マスタ

ープランというのはどちらかというと、都市計画がまちを全部引っ張っていく、総合計画と

連動しながらが引っ張っていくよ、という勢いがある意識が下敷きだったわけです。ちょう
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ど 20 世紀から 21 世紀に変わる、21 世紀どういうふうにこれから豊かなまちにしていくのか

なという、遠くを見る意識が強くあったんです。 

ところが、それから時間が経つと、そういうことは確かに大事なんだけれども、もうちょ

っと考えなきゃいけないなと思い始めた。それが 2つ目のキーワードです。 

2 つ目のキーワードは、今度の 3 月 20 日過ぎにこういう大きなシンポジウムがあります。

そのシンポジウムは東京駅を降りてすぐ皇居の間に三菱地所というところが頑張ってつくっ

てきた地域があるんです。そこは大手町、丸の内、有楽町。それを一括して大丸有（ダイマ

ルユウ）って言うんですけれども、その大丸有（ダイマルユウ）を公共じゃなくて民間がマ

ネジメントしていくという、スタートを切って今年 30年なんです。それをエリアマネジメン

トというんですが、そのエリアマネジメントという、民が中心になりながら地域のビジョン

を作っていったり、ビジョンを実現していくというスタートが切られて 30年で、いま全国で

100 以上あるんです。エリアマネジメントを自分たちでやるぞ、と言って協議会をつくって

いる。 

そういうふうに大きく方向が変わっているときの価値観や、まちをいいものにして次の世

代に渡していくという、主体、主人公が誰かというのが大きく変わっているときのマスター

プランなんです。 

それでこの資料に加えていただいたんですが、SDGｓというよくわからない 17 の項目のこ

とをこの間もちょっと申し上げたんですが、価値ある社会を、自分たちは、先輩から、親か

ら渡されてきたと。その価値ある世界を、よりいいものに、より価値あるものに磨き上げて

いくというのが我々の世代、世界中の共通なんじゃないか。だからより大きく、より高度で

より進歩したという意識ばかりではなくて、より質の高い社会、世界に貢献できるような、

というのがこの SDGs です。この FRaU（フラウ）という、40 代前半の東田さんのように比較

的とんがった女性が読む本で、この 1冊の 2019 年 1 月号に特集されていて、これがだんだん

当たり前になってきているという端境期の都市計画マスタープランなわけです。 

それでいろいろなことを広く世界に、日本に目線をやりながら、日本の中ですべての人に

知られていると言っていい中標津を、より意味ある光に輝かせるというのが今回の見直しと

いう風に思います。 

そういう意味で、人口が減るよとか、高齢化が進むよとか言う、ちょっと下向きの話ばか

りでなくて、中標津だったらこう光る、いぶし銀のようなまちをつくっていけるんだと。行

政ばかりに相手にできないな、頼れないな、それで自分たちも関わりながらやっていく。そ

ういうことを皆で共有するためのプランづくりだという風に思います。2 つのキーワードを

強く意識しながら議論を加えていっていただきたいと思います。以上です。 
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５．議事 

（事務局） 

小林委員長、ありがとうございました。 

それでは議事に入りたいと思います。本日の議事でございますが大変盛りだくさんになっ

ております。ご了承願いたいのですが、この会場が 16時までとなっておりますので、なるべ

くスピーディーに進めていただければと思います。 

それでは議事の進行につきましては小林委員長に進めていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

 

（委員長） 

議事に従って進めていこうと思います。いま資料を拝見すると全体を通してご説明をして

いただいたほうがいいと思うのでお願いします。なるべく優しくやわらかく説明してくださ

い。 

 

＜事務局より資料に基づいて説明＞ 

（１）現行計画の実施内容と今後の課題 

（２）都市づくり上の課題 

（３）将来都市像と基本目標 

（４）都市の骨格・構造及び実現に向けた取組アイデア 

 

（委員長） 

ありがとうございます。前回もお願いしたんですけれども、事務局からの説明なのでこう

なってしまうのかもしれないのですけれども、ここで説明していただいたことは、これまで

の最初の都市マス、それから 2 回目の都市マス、それに関わるいろんな住民アンケート、メ

ンバーの方の委員の方のご意見、そういうものをうまく束ねるとこういう整理のしかたがで

きるんじゃないですか、ということだと思うんです。決して「考えてます」ということでは

ないと思うんです。 

それにちょっと違和感を感じるんです。「みんなで考えています」という考え方が正しいの

か、という話になってしまったので、そうではなくて、「こういうことを整理してみたんだけ

れども、もっとそれに加えていったり、もっと違う視点でまちの価値をみんなでつくってい

くことができないでしょうか」という意見を皆さんに言っていただきたいというようなお願

いだと思うんですよ。それにちょっと違和感をずっと感じている。 

そのために皆が集まってやりましょうと、ぜひもう一度そのように呼びかけていただける

とありがたい。 

 

（事務局） 

今ご説明した A、B、C、Dがありますけれども、これも前回皆さんからご意見をいただいた

内容を束ねたものです。こういったものを、より内容をブラッシュアップしたり、内容を追

加できたらなと思います。ぜひ参考事例を参考にし、地図を囲みながらいろいろなご意見を
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いただきたいと思います。 

お手数ですが席を移動して議論をしていただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 

（委員長） 

それと骨格の話だとかミレニアムという大きなところから話が出てきているんですが、結

果としてそうなったんだと考えていただきたい。 

一番大事なのは生活している場面、生活している場所、生活していること。それをいわゆ

る都市計画、長期総合計画と重ね合わせながら将来の姿に置き直してみるとこんなふうに整

理できるんじゃないかということだと思うんです。将来こうだから、あるいは 100 年後こう

だから現状こうだよ、という話に誤解されるとまずいんで。 

 

（事務局） 

まさに前回の皆さんの意見交換したものをうけて長期構想や 100 年、1000 年の長期構想に

なったので、今回もこういった議論や意見をいただきながら、こちらの長期構想を見直して

いくので、生活している場面や働いていることを自分の中で時間をおきながら意見をいただ

ければと思います。 
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＜意見交換＞ 

表 委員からの意見（「誰もが安心して暮らし続けられるまち」に関連するもの） 

 

  
意見 具体的な場所

総合的な住みやすさ。ポイントは学校、病院、商業、しる

べっと、ゆめの森

人口的には、中心部だけで住めるのでは？

複合型住宅など、高齢者用住宅をまちなかに

森林公園もったいない！ 森林公園

町外の人多すぎて使えない… ゆめの森公園

子どもが年中遊べる良い施設 ゆめの森公園

（森林公園含む）

墓地公園（たまり場） 墓地公園

（旭ヶ丘ふれあい公園）

子ども多いエリア 墓地公園

（旭ヶ丘ふれあい公園）

幼～中集まっている 墓地公園

（旭ヶ丘ふれあい公園）

子供遊んでいる 親水公園

青年会議所でも遊具づくりなど活用を考えている 森林公園

管理（雪かき等）をみんなでやってはどうか 開陽台

学校と地域の結びつきが薄い

合唱とブラス（広陵）（Ｎ中）

PTAも面倒だと思う

学校によって、できる部活動が違うことが悩み

学校が拠点になればよいと思う

歩道がボコボコ。歩きにくい

歩道の整備いまいち

歩道が少なく、会社と住宅が入り混じっている 明生

歩く人が減ってしまった

ウォーキングしやすい道に

スタンプラリーで歩く人を増やす

代行も少ないため帰ることができない

釧路に行くことができない（病院など）

タクシーの営業時間短縮（6:00→7:00、翌5:00→4:00）

タクシーの運転手不足

町有バスの路線、本数を見直す

バスを観光で使えないか

子どもには学校が遠すぎる 明生

スクールバスがあるとよい

バス

スクールバス

歩道

タクシー

分類

A

　

誰

も

が

安

心

し

て

暮

ら

し

続

け

ら

れ

る

ま

ち

まちなか居住

公園

学校
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表 委員からの意見（「地域のつながりが育まれているまち」に関連するもの） 

  意見 具体的な場所

ソフトボール大会、お祭りはなくなってしまったがあったら

良い

町内会館はあっても、行事やイベントがないと人が集まらな

い

町内会には興味がない…？

少子高齢化・人口減少 計根別地区

ごみ箱、町内会入らないと使えないルール 計根別・白樺

北のエリアは下水が整備されているが、南のエリアは整備な

し
緑町（西部地域）

防災（川の氾濫）、地域コミュニティが少ない 東泉（西部地域）

近くに墓地あり 白樺（東部地域）

住宅戸数２４０戸で今後３００戸以上に増える 白樺（東部地域）

町内会への加入率は90%と高いが、入った後が課題 白樺（東部地域）

昔から住んでいる人が多い 白樺（東部地域）

新年会など歓迎会も行う 白樺（東部地域）

年１回各町内会から集まって防災の取組をしている 白樺（東部地域）

住宅地・街路樹や林が全くない 睦（東部地域）

７０戸程の新しい町で、つながりがない 睦（東部地域）

緑が少ない 睦（東部地域）

つながりがなく、入会が少ない 睦（東部地域）

どんな人が住んでいるかわからない 睦（東部地域）

どこへでもスリッパで行ける距離で便利 睦（東部地域）

河川敷の並木 睦（東部地域）

便利はいい（病院・東武など）が、役場が遠くて大変 南町（南部地域）

町内会の加入率が良い まこと（東中地域）

コンパクトで顔見える地域 まこと（東中地域）

現状は住み易い まこと（東中地域）

子どもの送迎を交代でやっている まこと（東中地域）

しるべっとにたむろするのはイメージと違う

お年寄りの集まる場所がない

家からまず外に出る！

カフェなどに毎日行ける余裕はない

平均年齢ではなく健康年齢を意識

生きなきゃいけないので、ボーッとできない

高齢者どうしで頑張ることが必要

楽しく集まるサロン

ＨＩＭＡＪＩＮ　コーヒーを朝から一杯

地域の人が集まる場所 しるべっと

イベントなどに活用されているが、自由に遊べない しるべっと広場

遊び場が少ない

障がい者向けの施設で入ったことがない ぽれぽれ

人の集まる場として効果アップできるのでは
しるべっと・なかまっ

ぷ・みらいる

分類

B

　

地

域

の

つ

な

が

り

が

育

ま

れ

て

い

る

ま

ち

町内会

高齢者

人の集まる場

所
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表 委員からの意見（「次世代の中標津を支える産業が盛んなまち」に関連するもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 委員からの意見（「誇りと愛着を持てるまち」に関連するもの） 

 

  

意見 具体的な場所

農家…人手不足、後継者不足 俣落

後継者の確保・人手不足

労働力不足（農業） 計根別地区

公共交通の未来？

交通手段あるうちはいいけど…

まちなかに住んだ方がいいのか…

移住するにも家どうするか

離農者が地域内でどのような役割をするか。もしくは中心部

に移住すべきか？

川の近くでの酪農家？→汚水？

防風林対策

子どもの面倒みれない

酪農家用子育て支援施設もできる予定

後継者がいない

小売店の廃業

銀行は今も中心市街地に立地している

商店街のまちの中心としての役割は終わった
中心市街地が閑散としているのは、バイパスの影響もある

北方領土に関する施設がない 中標津空港

町内外に中標津町をPR 中標津空港

北方領土空路開設 中標津空港

ANA以外会社の参入 中標津空港

ワーケーション・働きながら旅をする

酪農でもＩＴ化しネットが不可欠

Wi-Fiスポットは高校生のたまり場

光回線の整備（快適なネット環境）が必要

光回線

・Ｗｉ－Ｆｉ

分類

C

　

次

世

代

の

中

標

津

を

支

え

る

産

業

が

盛

ん

な

ま

ち

農業

中心市街地

・商店街

広域交流

意見 具体的な場所

みんなかプロジェクトで地域のつながりが生まれている

子どもが戻ってくる

人のつながり

みんなか　計根別・かぼちゃらんたん・学校の総合学習で取

り入れてもらう→地域のつながり
計根別地区

CSの活動をきっかけにして、子供たちが中標津町に意識を

もってもらうようにしたい

廃屋どうするか

活気がないな…何かしたい

景観づくり（廃屋等）の実施 計根別地区

花の手入れ・・・高齢できない のの花会

現在の伝成館は外観を見るだけの施設になっている 伝成館

星空の写真スポットになっている 開陽台

町外の人をどこに連れて行く？ 開陽台

伝成館の周辺一帯を保存して活用したい 伝成館

一体を保存していく 伝成館

白樺並木は舗装しないで欲しい 白樺並木

管理（雪かき等）をみんなでやってはどうか 開陽台

D

　

誇

り

と

愛

着

を

持

て

る

ま

ち

地域のつなが

り

景観

地域資源の活

用

分類
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表 委員からの意見（その他） 

  地主の問題がある

借りた土地を返すときは更地にすることが決まり

１７のゴールを意識して行動が変わる

日本青年会議所でも取組

持続可能な社会を！！

スケジュール、メンバー、進め方などが分からない

ＦＭはなを活用して意見を集めてはどうか

まちづくりの団体が色々あるので連携するべき

分科会などで具体化したほうが良い

高校生や子育て世帯の意見も聞く機会があるとよい

色々な立場の人をもっと参加してやりたい

生徒会とかで話し合ってみてはどうか

今後の進め方

地主問題

SDGs
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図 意見交換の内容  
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６．閉会 

（委員長） 

一番最初の私のコメントに、都市計画法はあるんだけれども、それに基づいて行政手続的

に進めていくという段階はもう変わらなければいけない。 

それと、もうひとつ。まちをマネージメントしていく、経営していく、運営していく。こ

れも今まで行政中心だったけれども、もう民間の方たちがこういうことをやり始めて成果が

出ているっていう風になり始めている。地方都市もそう。 

比較的、都市計画マスタープランというのは古い行政手続きに基づいて進めるというのが

これまで。それで、これから皆さんが、まちを責任を持ってマネージメントしていこうとい

う方向に進むのが今回の策定の大事な肝だと思うんです。 

その進め方というのは私自身も町と話をしていないし、コンサルの方もたぶん雲の中。議

会との関係というのもある。都市計画法に基づいて最後決めるのは議会であるし、それとの

関係もある。一方で国もある。その辺をどうやって知恵を編み出していくかが課題。 

こういうオフィシャルな会議になるか、あるいは行政のまちの担当者がおっしゃったよう

に団体の方と膝を交えて話をする場が加わってきたりするかもしれない。ただパーフェクト

には行かないと思いますけれども、今までとは違って、ある程度責任を持って関わっていく

という方向性と内容を共有したいなというのが私の思いです。 

これからも行政は支援と進め方について知恵を絞らなければいけないし、まちづくりで動

いていらっしゃる方との意見交換の場、考え方の交換の場、あるいは共有する場というのを

工夫していかなくてはならない。これはこういう公式な会議なのかフラットな会なのかは知

恵だと思います。そのへん少し協議する時間と、皆さんのご意見を町に言っていただければ

と思います。 

ということで時間で切っちゃうのは申し訳ないですが、今日の話の内容のポテンシャルを

下げないで次回策定委員会は進めます。次年度以降どうするのかというのは、また町長を含

めて協議をしていくということを事務局や町にお願いして、今回の協議の時間のお約束した

いと思います。 

それで宿題を少し残しましたけれども、私の進行を終わらせていただいて、あとは事務局

からご報告等々があればお願いしたい。 

 

（事務局） 

小林先生ありがとうございました。 

事務局のほうからですけれども、時間がないのでさっと説明します。今日お配りしました

資料の最後のほう、視察案についてというページが後ろから 3 枚目くらいにありますが、来

年度 31 年度予算がまだ確定しておりませんので、案という形にさせていただいております。 

私も予算要求しているのがこちら 3 つの地域の先進事例ということで、どういう風にまち

づくりをしてるかというのを実際に見に行って話を聞きに行くというのが非常に大事だと思

っております。 

去年、景観の関係で現場視察に行きましたけれども、やはり向こうに行かないとわからな

い所がたくさんあるのと、失敗談ですとかぶっちゃけ話などを聞きに行けるという、とても
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よい機会がございます。向こうで活躍している方々、行政からプレーヤーから、町民から含

めて有益な情報が得られればいいなと思っています。これに関しまして、予算の関係上行け

る方が委員から 2名となっていますので、5月の連休明けくらいからかな、と思っています。

3 泊 4 日でいける方がいらっしゃいましたら、小林先生と委員の方 2 名、それから事務局と

して 2 名ぐらいでという団体で視察に行きたいと思っています。以上候補としましては和歌

山県の有田川町、静岡県の掛川市、牧之原市。それぞれのまちの特徴については資料の方に

書いてあるのでご覧頂きたいと思います。行きたいという方がいらっしゃいましたら、こち

らのほうに連絡をいただければと思います。以上でございます。 

 

（事務局） 

続きまして次回の策定員会の予定でございますが、当初は 6月末頃を予定しておりました。

今日委員の皆様にいろいろとご指摘いただいた部分、ご意見いただいた部分については、そ

れまでにやれることをやるということで、進めてまいりたいと思います。 

次回の開催につきましては、委員長、副委員長とご相談させていただきながら進めて行き

たいと思いますし、改めてご案内させていただきたいと考えております。 

それでは小林委員長、議事進行ありがとうございました。 

ここで館下副委員長のご挨拶を予定しておりましたけれども、時間の関係で省略したいと

思います。大変申し訳ありません、慌ただしい中で。 

最後に今年度をもちまして、坂下建設水道部長と私が退職することとなります。言うこと

は恐らく同じだと思いますので。 

色々委員の皆様にもお世話になり、この策定委員会にもお付き合いをいただけるようお願

いしたところですけれども、ここで去るということでたいへん息苦しい部分ではございます

が、どうか中標津町のまちづくりという視点のなかで、今後もなお一層のご協力をいただき

たいと考えております。この都市計画マスタープランがよりよいまちづくりの指針となりま

すように、どうかよろしくお願いいたします。 

本日の策定委員会でございますが、長時間に渡りまして皆様から大変貴重なご意見をいた

だきまして、ありがとうございました。 

それでは、以上をもちまして第 2 回中標津町都市計画マスタープラン策定委員会を終了い

たします。ありがとうございました。 


